
１月２４日　第５回「ごみと水を考える集い」開催

官・民合わせ３５団体７０名参加

　７０名が集った「ごみと水を考える集い」

　<挨　拶> <記念講演> <基調報告>  <特別報告2>
 

 <特別報告1>  <特別報告3>  <特別報告4>

＜来賓＞

＜来賓：お忙しい中、駆けつけて激励頂きました。＞

＜司会＞  ＜アピール＞ ＜まとめ＞ ＜シシ汁交流会＞

＜棚橋第1座長＞

＜坂口第2座長＞

<東海バイオ・柘植さん(右)が「よくできている」と報告

＜桐井第3座長＞

特別報告２は、
河川協力団体と
して国交省の業
務受託をNPOｻ
ﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰの溝
口さんが報告。

特別報告３は、
宮の渡しの環境
改善・ヨシ育成と
その成果を堀川
まちネットの中
島さんが報告。

特別報告４は、
愛地ｸﾘｰﾝﾌﾟﾛｼﾞｪ
ｸﾄの若者の取
組を代表の古森
さんがビデオを
交えて報告。

中部大学４年生の渡邊さん(左)、小林
さん(中)、田中さん(右)の３人が、藤前
干潟ヨシ原の３年目の調査結果を発
表。ドローン撮影の航空画像解析に
よるヨシ群落の被覆度調査等を報
告。新たな段階到達を実感しました。

大村愛知県知
事代理：建設
部永田真人主
幹

　2016年１月24日(日)、清須市西枇杷島町北枇杷池の清須市庄内
川水防センターで、第５回藤前干潟 伊勢･三河湾のごみと水を考え
る集い（旧称：土岐川・庄内川など藤前干潟形成流域のごみと水を
考える集い）を開催しました。「集い」には、愛知県、岐阜県、三重県
の市民団体等２６団体と行政機関９部署の３５団体７０名が参加しまし
た。 忙しい中、河村たかし名古屋市長、大村愛知県知事代理永田真
人河川課主幹、常冨豊環境省中部地方環境事務所統括自然保護企
画官、石川博基国交省庄内川河川事務所長が来臨され激励の挨拶
を頂きました。
　「集い」では、基調講演に、四日市大学環境情報学部教授の千葉
賢さんに「伊勢湾の漂着ごみの研究」と題して、伊勢湾に流れ込む
漂着ごみの実態や動き、漂着量の試算など漂着ごみの研究結果を
講演して頂きました。今後の活動で市民団体が具体化を進める必要
のある課題が含まれていました。５団体事務局からの４年間の活動
をまとめた基調報告に続いて、４市民団体から特別報告がありまし
た。このあと、休憩を挟んで、初めての取組として３分散会に分かれ
て、参加市民団体の活動報告と全員参加のワークショップを行いま
した。
　まとめの全体会では、３分散会の座長(中部大学ボランティア･
NPOセンターの３名）から、「啓発・広報」「環境教育」「活動の継続発
展」｢発生源対策」など、今後の活動に生かしたい話し合いがされた
ことが報告されました。また、「第５回ごみと水を考える集いからの
アピール」（流域の自治体等に郵送し活用を要請）を採択しました。
22世紀奈佐の浜プロジェクト委員会の森事務局長の「集い」のまと
めに拍手が寄せられ、活動を積み上げて来年また会おうと確認しま
した。
　恒例の「シシ汁交流会」。庄内川最上流の恵那市のシシ肉のシシ
汁、藤前の野菜と米のおにぎり・漬物になごやかな交流会となりま
した。今回もシェフは藤前干潟を守る会の佐野さん、坂野(光)さん、
佐藤さんが担当して頂きました。

中部地方環境
事務所常冨豊
統括自然保護
企画官

※本取組は、河川財団河川整備基金、あいち森と緑づくり環境活動・学習推進事業の助成で実施しました

清須市庄内川水防センター(みずとぴぁ庄内)

ごみの生まれない社会めざす７項目アピール採択

司会は林さ
ん(名古屋市
稲永スポー
ツセンター）

７項目アピー
ル提案は神
さん(藤前干
潟守る会)

まとめは森さん
(奈佐の浜PJ委
員会、ｳﾐｶﾞﾒ保
存会）

　「集い」は、恒例のシシ汁
交流会。村上さん提供の
恵那のシシ肉、佐野シェフ
らによる藤前の野菜・米の
おもてなしに身も心もあっ
たかに！交流会は、名刺
交換や意見交換するなど
楽しい時間が過ぎ、井上さ
ん(伊勢三河湾流域ネット
ワーク)の〆の挨拶でお開
きしました。

第５回ごみと水を考える集いよびかけ５団体　★土岐
川・庄内川源流森の健康診断実行委員会★藤前干潟クリーン大
作戦実行委員会★四日市ウミガメ保存会★22世紀奈佐の浜プロ
ジェクト委員会★ＮＰＯ法人土岐川・庄内川サポートセンター

藤前干潟・宮の渡し　ヨシバイオ肥料
事務局の基調報告で(有)東海バイオさんの協力
で作製を報告。持ち帰って頂きました。

初の分散会での活動発表とワークショップ
今回、初の分散会は、活動発表に続き、全員参加で「ごみをなくし
水質をよくするため」のワークショップを行いました。結果を中部大
生ボランティアセンターの３座長が全体会場で報告しました。

中部地方整備
局庄内川河川
事務所石川博
基事務所長

河村たかし
名古屋市長

藤前干潟クリー
ン大作戦実行委
員会坂野一博実
行委員長が呼び
かけ５団体を代
表して挨拶。

四日市大学環
境情報学部千
葉賢教授が、伊
勢湾の漂着ごみ
研究結果を発表
して頂きました。

基調報告は、ご
みと水の集い４
年間を、７項目
アピールの進捗
を事務局鈴木が
報告。


